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親になることからも、大人になることからも逃げてしまった主人公が、過去の過ちと向き合い、不器用ながらも青年か

ら大人へ成長する姿を描く。主人公。たすくを演じるのは、個性溢れる表現力で注目を集める演技派俳優、仲野太賀。

たすくの妻・ことね役に、人気実力派女優、吉岡里帆。たすくの親友・志波役は若手最注目株、寛 ― 郎。彼らを取り巻く

面々に、山中崇、余貴美子、柳葉敏郎といつた豪華俳優陣が集結。監督・脚本・編集は、本作が際1場デビュー作となる新進

気鋭の佐藤快磨。秋田県。男鹿半島の伝統文化「ナマハゲ」から、“父親としての責任 "、 “人としての道徳 "というテーマ

を見いだし、約5年をかけて作り上げたオリジナル脚本は、是枝裕和をも唸らせた。「いつから人は大人に?」「大人にな

るとは ?」 誰もが経験する人生の通過点を圧倒的なリアリティで描き、観る人すべての心を鷲掴みにする!!
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たすくは、娘が生まれ喜びの中にいた。一方、妻・ことねは、子供じみて、父になる覚悟が見えない

たすくに苛立っていた。大晦日の夜、たすくはことねに「酒を飲まずに早く帰る」と約束を交わし、地元

の伝統行事「ナマハゲ」に例年通り参加する。しかし結果、酒を断ることができずに泥酔したたすく

は、溜め込んだ鬱憤を晴らすように「ナマハゲ」の面をつけたまま全裸で男鹿の街へ走り出す。そして

その姿がテレビで全国放送されてしまうのだつた一 。それから2年の月日が流れ、たすくは東京にい

た。ことねには愛想をつかされ、地元にも到底いられず、逃げるように上京したものの、そこにも居場所

は見つからず、くすぶった生活を送っていた。そんな矢先、親友の志波からことねの近況を聞く。ことね

と娘への強い想いを再認識したたすくは、ようやく自らの愚行と向き合い、地元に戻る決意をする。

だが、現実はそう容易いものではなかった…。果たしてたすくは、自分の“生きる道 "、 “居場所∵を見つ

けることができるのか?        _      ‐
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11月 20日 (金)全国公開


